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研究成果の概要： 
過去経験もしくはその影響は、行動分析では、行動履歴、履歴効果、スケジュール歴、条件づ

け歴、などと呼ばれているが、研究はまだ萌芽的な段階で、組織的な知見の蓄積もない。本研

究代表者は、過去に実施したいくつかの実験に基づき、履歴効果が刺激般化するという証拠を

得ている。ただし、これらの知見はすべて直前履歴効果に限定されたものであった。本研究は、

以下に述べる 4つの実験により、履歴効果の刺激般化が遠隔履歴効果にも認められることの手

がかりを得た。 

 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 700,000 0 700,000 

2006 年度 600,000 0 600,000 

2007 年度 600,000 180,000 780,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

  年度  

総 計 2,600,000 390,000 2,990,000 
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１．研究開始当初の背景 

個体の行動は、生得的要因、過去経験、お

よび現在の環境によって決定されるといえ

よう。これまで、実験的行動分析は、現在の

環境が行動に及ぼす影響について膨大なデ

ータを蓄積してきたが、近年、過去経験の影

響についても注目しはじめている（例えば、

Tatham & Wanchisen, 1998）。 

 過去経験もしくはその影響は、行動分析

では、行動履歴、履歴効果、スケジュール歴、

条件づけ歴、などと呼ばれているが、研究は

まだ萌芽的な段階で、組織的な知見の蓄積も

ない。本研究は、行動履歴効果の研究のため

に、１つの概念的な枠組みを提供しようとい

うものである。 

本研究代表者は、科学研究費補助金（課題

番号12710039）に支援されたいくつかの実験

に基づき、履歴効果が刺激般化するという証

拠を得た(Okouchi, 2003a,2003b)。すなわち、

過去のスケジュールとともに存在していた
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刺激に類似した刺激が呈示されたときに、過

去のスケジュール下で生じたそれと類似し

た反応が生じた。ただし、これらの知見はす

べて直前履歴効果に限定されたものである。

本研究は、履歴効果の刺激般化が遠隔履歴効

果にも認められるかどうかを明らかにする

ものである。 

程度の差こそあれ、直前の過去経験が現在

の行動に一定の影響を及ぼすことはこれま

で一貫して報告されている。例えば、変比率

(VR)スケジュールの下で高率の反応が生じ

た後に定間隔(FI)スケジュールに移行する

と、一時的に(Baron & Leinenweber, 1995)

あるいは永続的に(Wanchisen et al., 1989)

高率の反応が生じることが知られている。こ

うした直前履歴効果に比べ、直前の経験を越

えてそれ以前の経験が現在の行動に影響を

及ぼすことを意味する遠隔履歴効果は、その

存在自体も研究間で一致を見ない(例えば、

Cole, 2001; Weiner, 1969)。こうした研究

間の結果の不一致は、2つの履歴条件と履歴

テスト条件との環境間の類似度の、研究間の

違いによって説明されるかもしれない。 

 
２．研究の目的 

本研究は、以下の２点に絞って、行動履歴

効果と刺激般化の関係を検討することを目

的とした。 

 第 1 に、遠隔履歴効果が、先行刺激の物理

的類似度の関数として、どのように変化する

かを調べた（実験 1 および４）。もし、遠隔

履歴効果も直前履歴効果と同様に刺激般化

するならば、現在のスケジュールとともに呈

示される刺激と遠隔履歴スケジュールのそ

れとが類似しているほど、遠隔履歴条件で生

じた反応に類似する反応が、現在のスケジュ

ール下で観察されるであろう。 

第２に、遠隔履歴効果が、後続刺激の物理

的類似度の関数として、どのように変化する

かを調べた（実験２および３）。履歴効果の

実験では、その定義上、訓練からテストにか

けて、必ず強化スケジュールが変化するが、

その変化の大きさが履歴効果に影響するこ

とが、直前履歴効果で確認されている

(Okouchi, 2003a)。実験２と３では、遠隔履

歴、直前履歴、ならびに現在のスケジュール

での強化間隔の類似度が現在の行動に及ぼ

す影響を検討した。 

 
３．研究の方法 

(1)実験 1 
 大学生は、まず、ある刺激(刺激 1、緑もし
くは赤刺激)の下で一定数の反応が生じたら
強化される FR スケジュール、もうひとつの

刺激(刺激 2、赤もしくは緑刺激)の下で一定
時間無反応後の反応が強化される DRLスケジ
ュールを経験し,前者では高反応率、後者で
は低反応率を示した(履歴形成フェイズ)。次
に第 3 の刺激(刺激 3、白刺激)の下で一定時
間経過後の反応が強化される FI スケジュー
ルを経験し(FI ベースラインフェイズ)、その
後刺激 1 と 2 の下で FI スケジュールを呈示
された(履歴テストフェイズ)。 

(2)実験 2 
 半数の大学生(被験者)は、まず、一定数の
反応が生じたら強化される FRスケジュール、
残りの半数は一定時間無反応後の反応が強
化される DRL スケジュールを経験し,前者で
は高反応率、後者では低反応率を示した(遠
隔履歴形成フェイズ)。次に、すべての被験
者が一定時間無反応だったら強化される DRO
スケジュールを経験し、ほぼ反応は消失した
(直前履歴形成フェイズ)。最後に、一定時間
経過後の反応が強化される FI スケジュール
(実験 2-1)、その時間が強化ごとに変動する
VI スケジュール(実験 2-2)、消去、FRもしく
は DRL スケジュール(実験 2-3)を呈示された
(履歴テストフェイズ)。 

(3)実験 3 
半数の被験者は、まず、一定数の反応が生

じたら強化される FR スケジュール、残りの
半数は一定時間無反応後の反応が強化され
る DRL スケジュールを経験し,前者では高反
応率、後者では低反応率を示した（遠隔履歴
形成フェイズ）。その際、どちらのスケジュ
ールでも強化間隔(IRI)が長くなるようにし
た。次に、一定の反応間時間内だったら強化
される pacing スケジュールをすべての被験
者が経験し、中程度の反応率と短い IRI を形
成した（直前履歴形成フェイズ）。最後に、
一定時間経過後の反応が強化される FI スケ
ジュール、その時間が強化ごとに変動する VI
スケジュール、もしくは FR を呈示された（履
歴テストフェイズ）。それぞれのテストでの
IRI は遠隔履歴形成フェイズでのそれと近似
するようにした。 

(4)実験 4 
モニター中央に縦5mm横25mmまたは縦5mm

横 13mm の黒い長方形を含む直径 55mm の白い
円を呈示し、この円への反応を FR または DRL
スケジュールで強化し、刺激間での反応率の
分化を確立した(履歴の確立)。このとき、長
方形の長さと強化スケジュールの組み合わ
せは被験者間で相殺した（長―FR,短―DRL も
しくは短―FR,長―DRL）。次に、どちらの刺
激の下でも FR1 スケジュールを呈示し、２つ
の先行刺激（長い長方形と短い長方形）間の
反応率に差がなくなるまで続けた(履歴効果
の消失)。最後に、FI スケジュールの下、長
方形の横の長さが 7mm から 3mm 刻みで 40mm
までの 12 刺激（訓練刺激である横 25mm なら



 

 

びに 13mm の長方形を含む）のそれぞれを、
ランダムな順番で継時的に呈示した（遠隔履
歴効果の般化テスト）。 
 
４．研究成果 

(1)実験 1 
1 名は 20 セッションのテストすべて(1200

強化以上)、3名がテストの始めの 1-3 ブロッ

ク(4-12 強化)において、刺激 1での反応率が

刺激 2でのそれより高かった。こうした刺激

間の反応率分化(刺激性制御)は FI ベースラ

インの呈示セッション数や履歴形成フェイ

ズからテストまでの時間間隔が異なる他の 8

名においても、一貫して認められたが、履歴

形成フェイズを経験しなかった 4名には認め

られず、遠隔履歴効果を示していることが実

証された。 

(2)実験 2 

消去と FR テストでは、かつて FR スケジュ

ールを経験したものの反応率がかつて DRLス

ケジュールを経験したものより高く、遠隔履

歴効果が認められた。こうした反応率の差は

FI,VI,DRL テストでは明確ではなかった。こ

れらの結果は、遠隔履歴効果の顕在化には遠

隔履歴とテストの環境的類似性が関与して

いることを示唆している。 

(3)実験３ 

FI と VI テストでは一貫して、FR では 1回

目のテストでのみ、かつて FR スケジュール

を経験したものの反応率がかつて DRLスケジ

ュールを経験したものより高く、遠隔履歴効

果が認められた。この結果は、遠隔履歴効果

の顕在化には遠隔履歴とテストの環境的類

似性が関与していること、すなわち遠隔履歴

効果と刺激般化の関連性を示唆している。 

(4)実験 4 
短期間ではあったが、かつて FR スケジュ

ールと相関のあった長方形に長さが近い刺
激であるほど FI 反応率が高く、かつて DRL
スケジュールと相関のあった長方形に長さ
が近い刺激であるほど FI 反応率が低いとい
う刺激般化勾配が観察された。 
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